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1．はじめに

閏南語は主に福建，台湾で話される有力な漢語

方言であるが，広東東部の潮州，汕頭地域（以下

｢潮汕」と呼ぶ）にも分布している。本稿は潮汕方

言の声調について報告する。対象は単音節声調の

ほか，連読変調を含む。

連読変調(Tonesandhi)とは，声調が多音節

の音声単位（単語，複合語又はフレーズ）の中で

特定の規則に従って変化する現象である。北京語

におけるTone3変調("Tone"は以下"T''と略

す）は有名な連読変調である。T3とT3が連続す

る時，先行するT3がT2になる。このように，

北京語の変調は，隣接する声調の影響を受ける

(context-dependent)。これに対して，本稿が扱

う閏南語の変調は，隣接する声調の影響を受けな

I,､(context-free)。

閏南語は"Toneclock"と呼ばれる連鎖的な声

調交替を示すことで知られているが，潮汕方言の

変調は他の閏南語とは異なる独自の特徴があり，

地理的変異が多い。しかし，従来は記述研究が不

十分であった。

主な先行研究として，「潮陽方言的連読変調」

(張,1979,1980),「潮州話的声調」（張,1989),

｢潮汕方言声調研究」（林,1995）などがある。こ

れらの研究は，一地点又は数地点を対象とした記

述研究であるため，今後に残された課題がある。

第一に，潮汕全域の調査研究である。第二に，連

読変調の本質と変化の過程を解明することである。

この研究を進めるための第一歩として，筆者は

2014年8月に，汕頭市内・潮州市内・汕尾市内な

ど9地点に赴き,10名の話者を調査した。

2．調査地域，調査内容・方法

(1)調査地域

今回の調査地点は，地図Iに示すように，潮汕

地域（潮州市，汕頭市，掲揚市，汕尾市という四

つの市を含む）のうち9地点である。それは，潮

州市内，潮州市潮安区東鳳鎮（以下「東鳳鎮」と

呼ぶ)，汕頭市澄海区内（以下「澄海区内」と呼

ぶ)，汕頭市内，掲陽市椿城区砲台鎮（以下「砲台

鎮」と呼ぶ)，掲陽市内，汕頭市潮南区随田鎮（以

下「朧田鎮」と呼ぶ)，掲揚市普寧市内'）（以下

｢普寧市内」と呼ぶ)，汕尾市内である。なお，汕

尾市内では後寮鎮と漁村という2地点に赴いた。

後寮鎮は非沿海地域に属し，漁村は沿海地域に属

する。しかし，この2地点での単音節声調と二音

節語における変調状況はほぼ同じであるため，本

稿では一地点（汕尾市内）として扱う。

地域内の主な河川は，韓江，椿江，練江，螺河，

黄江の五つがある。次に挙げる地図I,地図Ⅱを

参照されたい。潮州市内，東鳳鎮，澄海区内は韓

江の河岸にある。掲揚市内，砲台鎮汕頭市内は

椿江の河岸にある。普寧市内，龍田鎮は練江の河

岸にある。また，汕尾市周辺地域の主な河川は，

螺河と黄江である。

潮汕地域は，おおよそ東北部（経済的な発展地

域）と西南部（未発展地域）という二つの部分に

分けられる。東北部は韓江流域と椿江流域であ

り，西南部は練江流域と螺河・黄江流域である。

東北部には汕頭市，潮州市，掲揚市の一部があ

る。汕頭市内と潮州市内という二大中心都市につ

いての方言研究は多い。また，研究者が注目して

いる地域は，潮陽区（汕頭市に属する）と掲揚市

である。

西南部の中心地は汕尾市と普寧市（掲揚市に属

する）である。この地域の言語研究が足りない。

一つの先行研究は，「海豊方言詞典」（羅，2000）

である。この辞書は，汕尾市に属する海豊県とい

う地点の連読変調についても簡単な描写をしてい

る。

(2)調査内容・方法

主な調査内容は，多音節語（主に二音節語と三

音節語）における連読変調現象である。

調査方法は，漢字で書かれた調査票を読ませる

調査のほか，基礎語彙調査を通じて自然発話に現

れた声調の特徴を観察した。
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つはA,B→C又はA,B→Bのような声調

中和である。中和とは，二つ以上の音素の対立

がある条件の下で消失することであり，通時的

な合流の結果である。潮汕方言では，中和の出

j](output)がA,B→Cのように入力(input)

と異なる場合と,A,B→Bのように入力のい

ずれかと一致する場合がある。

今回の調査は，八つの声調の組み合わせる例

(合計64個）を列挙し,二音節語における変調を観

察した。以下は，汕頭市内を例として一つずつを
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表二は二音節語における非末位音節の変調状況

である。五つのタイプに分類することができる。

Aタイプは，潮州市内と東鳳鎮である。Bタイプ

は，澄海区内・汕頭市内・砲台鎮・掲揚市内であ
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はT5の単音節声調と似ており，筆者は[212]

又は［213］の異音（条件変異）とみなす。即

ち，単独では低曲折調が実現されるが，非末位

では最後の上昇部分[2]が実現されないものと

考える。北京語のT3が，単音節では[214]で

実現されるが，非末位で［21］となるのと同じ

である。

仮にその解釈が成立するとすれば,T5→T3

→T4→[21]はT5→T3→T4→T5になる。即ち，

次のようなToneclockになっている。

無二空竺rヨT

(3)Cタイプ,Dタイプ,Eタイプでは,Aタイ

r7,Bタイプでみられた連鎖的交替が相対的に

少なくなるが，代わって中和が多くなる。

Cタイプ（瀧田鎮）

T1[21],T2[55]→[33]

T4[52],T6[11]→[13]

綿

醍逆圏

Dタイプ（普寧市内）

T1[33],T2[44],T4[212],T6[11]→T1[33]

Eタイプ（汕尾市内）

T1[33],T4[35],T6[11]→T1[33]

Cタイプにおける中和の出力[33],[13]は非

範嬬的交替である。Dタイプでは，中和の結果，

平板調の[33]が実現される頻度が高くなる。さら

に,Eタイプは変調の出力が,T3[53]→T4[35]

を除いて［11]，［33]，［55］という三つの平板調

になり，平板化の傾向が強い。

また,CタイプとDタイプを比べて目につくの

は,T3[52]→[31]という共通点である。しか

し,Cタイプの[31]はT5であり，従って範嬬的

交替であるが,Dタイプの[31]は非範鴫的交替

である。

表二に基づき，地図Ⅱを描いた。

大雑把に言えば,Aタイプは韓江流域に分布し

ており,Bタイプは椿江流域に分布している。こ

れら東北部の地域はToneclockが現れる傾向が

. 】 ： ． 【 ． 1 1 ， I 】 、 ： 卜 ： ′ ：

地図Ⅱ類型分布図
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強い。CタイプとDタイプは練江流域に分布して

おり,Eタイプは螺河･黄江流域に分布している。

これら西南部の地域では，変調が調素の対立の中

和をもたらす傾向がある。

C,D,EタイプはA,Bタイプより，平板化

又は中和が多い点で共通するが，各タイプはそれ

ぞれ異なる特徴を示す。注目すべき点の一つは，

T1,T2,T4,T6の変調である。この四つの声調

は，変調後，主に［33]が実現されるが，具体的な

表現は以下の通りである。

βタイプーーCタイプ

γ タ イ プ ー D タ イ プ

今回の調査では，東北部の六地点，西南部の三

地点を調査したのみであり，特に西南部地域の調

査地点が少ないため，現状では調査点の分布が不

均衡である。また，現時点では調査地点が都市に

偏っており，周辺農村部については調査が不十分

である。変調の類型と単音節声調の類型の関係及

び地理的分布との関係については，今後詳細な調

査を行なうことによって確認したい。

Cタイプ
6.おわりに

T4[52]、き
[33］

T6[11]ノア

T1[21]、＆

T2[55]ノア
Dタイプ

本稿では，単音節声調と非末位音節声調の変調

を考察した。しかし，末位音節で変調がみられる

こともあり，その場合は特定の声調あるいは特定

の単語においてのみ変調する。以下，例を挙げ，

簡単に説明する。

[13］

T1[33]

ごT2[44]

受T4[212]

T6[11]

T1[33] (1)特定の声調に起きる末位変調

韓江流域（潮州市内・東鳳鎮・澄海区内）及び

椿江流域の一部（砲台鎮）では，末位音節声調が

T3であり，先行する声調はT3,T5,T7である

場合，以下の変調が生起する。（澄海区内を例と

する）

①T3[53]+T3[53]→T4[35]+T3[312]

例：「口鼠」（ネズミ）

0iaU53Eh山53→OiaU35Eh山312

②T5[213]+T3[53]→T3[42]+T3[312]

例：「戒国」（役者）

hi213ki553-ﾚhi42kia312

③T7[2]+T3[53]→T8[5]+T3[312]

例：「竹箏」（竹の子）

tek2suO53→tekssuO312

このような変調では，非末位音節声調と末位音

節声調は同時に変調する。非末位音節声調は上述

した変調規則に従って変調し，末位音節声調の

T3はすべて[312]になる。但し，末位で[312]

が現われるのは，上の三例のように，先行する非

末位音節がT3,T5,T7の場合だけである。

E タイプ

１３３ｆｌＴ
、
一
〃

１
１
１

３
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３
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１

１
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ｆ

ｌ
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T2[55]-->

C,D,Eタイプの相互関係，及びそれらとA,

Bタイプの関係については今後の検討課題とした

い。

5．まとめ

上述した各タイプを観察すると，単音節声調の

類型と二音節語における変調の類型には以下のよ

うな対応関係がある。

単音節二音節

<;タイプ＜Bﾀｲブαタイプ

Eタイプ
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(2)特定の単語に起きる末位変調

例：汕頭市内「前日」（一昨日）

T2[55]+T8[5]→T2[55]+T8[1]

G6issdzik5→色6is5dzik'

この例では，非末位音節声調が変調せず，末位

音節声調が変調する。末位音節声調は変調して低

調（低平板調又は低下降調）になる。このような

変調は北京語の軽声に似ている。

しかし，末位音節声調の具体的な状況はどうだ

ろうか。今後は，末位音節声調の変調についても

検討したい。

【注】

l)普寧市は，以前は普寧県と呼ばれ，掲揚市に属し

た。1993年，県級市になっている。県級市とは，

大行政区である「市」の下位にあり，県と同レベ

ルの市のことである。
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